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甫りテキストロ-ス^利用（剔報）ぜラ今ンぜしの謝球問する羞旋
的研免

　　　松･^f^短大O峰弘子稲鋤好

　助りさ耳，わが国で＼i, 食ま冷の浦和に伴い，デザートが｀光春化しつつ,ある。レわヽ

レ，余分なエ和レギー摂取になりが多なた九他力ロi卜のヲザーり）開発わ叩専|てな７

てぃる。そ；-I≒米国で瀾発でれた水リテキストロース（ブ下ヴ榛を主環料と｡する/白色
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用することえ朝明性を検討するC とにした。まずし最也呻びヌじあx 老化朽レドデザート

吻うち,ゼ刃一へめ利用を柘;みた。

　方法　のゼラ4-ﾝ（林純兼蜘，pp （ファイザーK.K製），蕪旅（械薬一級）の浹用

濃虚吻殖討（i）食味テスト（調琢与研ﾀ^^）⑤嶼味良好なぞ･卜について融解満戻，

泄固薦良，ゼ'1レ嘸魔（レオX一ター使用）。離漿車，経時的良椚状鯵り･庭。

　鱗果康味テスト匈ゆ篆，ゼラチン２～４％，戸ｐぷ～かか孤ぷ～邸μ決用心寿合

に，ゼ｀りーとしマ剛羞蝉を備え-tいた。ゼラチン3%, PDμ%, 声俸/郎濃度必ぜり-

＼i，甘味と．PP由来ク）酸味が＼ifよく鎬匯〕したよい食味をEレ，慧藤列吏用について面滴｀

化できるごとが糾ヽ。た。pp，瀬廳ともにゼ･ト無爽|で層急｡|帰曙を副5"し/-:. iた，

PD . 鳶瀦ともに使用濃度がヽ恚,＜なるほど蜘m^りi低下レレ岨ーい3,S！a.S･･^)にあ｀け1Pら鳶尊ともに沢阿濃度が｀島くなるほど離和^りi低下レン生多(33,ぶ土・｡よ乞片あ｀ける

崩壊騎聞o'}＆長レた。ただレ. P )20%濃度め場巻は，完全に融解のため;ヵ廓耕閥川^

らたれあと＆抑れゐが≒裏なる傾向き示した。
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μりげあﾘ，斟いま薪蜘理セ1｀ﾗ今ン’，B， Pは了;レ川然擢セ"-ﾗ冷ン，自禰看り

合物で加．?し2時問帰蒔ﾃﾞ･レのテフス牽ヤーバ'トフ・，庫町陶印池ぱ，ん痛
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□.トりであﾘ，斟いま薪蜘理セ1｀ﾗ今ン’，B，Pは了;レ川然擢セ"-ﾗ冷
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